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はじめに

今年１０月１９日、２０日の２日間、広島で「第１０回平和首長会議総会」が開催さ

れました。私は、核兵器は絶対に廃絶しなければならない、そして、ウクライナ駐日大

使がおっしゃられた「武力に基づく安全保障はない。戦争が起こらない、機能するシス

テムを構築するべきだ。」という強い思いを胸に刻みながら、この度の平和首長会議に

参加いたしました。

総会では、世界の人々の共通の願いである核兵器のない世界の実現に向けて、加盟都

市から様々な取組の紹介や意見交換がなされました。「広島の子どもたち 平和創作劇 

I PRAY」では、原爆が投下された広島、復興の広島を演じた子どもたちの姿を通して、

平和の尊さについて考えさせられ、「被爆者の思いを受け継ぐ青少年の役割」をテーマ

にしたプログラムでは、加盟都市や平和活動に取り組む若い世代から多くの好事例を報

告いただき、改めて平和への思いを強くいたしました。また、今回、平和首長会議設立

４０周年を記念して「ヒロシマアピール」が採択され、世界恒久平和と核兵器廃絶に向

けた具体的な目標が示されました。

平和首長会議では、「ＰＸビジョン（持続可能な世界に向けた平和的な変革のための

ビジョン）」に基づいた様々な取組・計画が進められています。この中にあります市民

社会における平和意識の醸成、次代の平和活動を担う青少年の育成などは、今ある平和

を未来につなげていく上では大変重要であると考えます。

 本市では、平和首長会議の提唱する活動を受けて、これまで市が長年積み上げてきた

事業を実施することで、幅広い世代の市民の方々が日常生活の中で平和について考え、

声を上げていただくなど、本市から世界へ、平和の思いをつなげていきたいと考えてお

ります。今後も、引き続き戦争の悲惨さと平和の尊さについて、次世代に継承していく

取り組みを進めてまいります。

令和４年（２０２２年）１２月 

芦屋市長 いとう まい
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１ 第 10 回平和首長会議総会の参加について

(1) 期 間

令和 4 年（2022 年）10 月 19 日（水）、20 日（木）

※令和 2年（2020 年）8 月に開催予定でしたが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響等により延期。

(2) 会 場

広島国際会議場（広島市）

(3) 基調テーマ 

    核兵器のない平和な未来を創造するために 

 ～ 市民社会に「平和文化」を根付かせよう ～ 

(4) 内 容  ※ 別紙「チラシ（市民向け）」をご覧ください。 

 ・被爆体験講話（被爆体験証言者） 

 ・広島の子どもたち 平和創作劇 I PRAY 

 ・会議Ⅰ 平和首長会議役員の選任、その他議案の採択、会議Ⅱ 加盟都市の役割 

 ・記念講演、パネルディスカッション：平和文化の振興について 

 ・会議Ⅲ 被爆者の思いを受け継ぐ青少年の役割 

 ・会議Ⅳ 第１０回国内加盟都市会議総会 

(5) 出席者数（対面） 

加盟都市：9か国 102 都市 176 人（うち首長 44人） 

（国内 94 都市 159 人（うち首長 42 人）） 

（海外 8か国 8都市 17 人（うち首長 2人））※平和首長会議ホームページより 

(6) 議決事項 

ア 役員の選任について

イ 「平和首長会議サポーター制度」の創設について

ウ 核兵器廃絶に向けた取組の推進について（要請） ※日本政府に対する要請文

エ 第 10 回平和首長会議国内加盟都市会議総会総括文書

オ ヒロシマアピール ～平和首長会議設立 40 周年を記念して～

※ 別紙「資料１～３」をご覧ください。

平和記念公園

          広島平和記念資料館視察 
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２ 平和首長会議とは 

  昭和 20 年（1945 年）8月、広島・長崎両市は原子爆弾により一瞬にして廃虚と化し、両

市合わせて 21 万人を超える多くの人々の尊い命が奪われました。原子爆弾は、その投下か

ら 75 年以上が経過した現在でも、放射線による後障害や精神的な苦しみを生き残った市民

に残しています。被爆者の「こんな思いを他の誰にもさせてはならない」という切なる思

いを世界の人々に広げ、次の世代にも受け継いでいくために、広島・長崎両市は一貫して

世界に核兵器の非人道性を訴え、その廃絶を求め続けてきました。 

昭和 57 年（1982 年）6月 24 日、荒木武 広島市長（当時）は、米国・ニューヨーク市の

国連本部で開催された第 2 回国連軍縮特別総会において、世界の都市に国境を越えて連帯

し、共に核兵器廃絶への道を切り開こうと呼び掛けました。また、広島・長崎両市は、この

呼び掛けに賛同する都市（自治体）で構成する機構として、世界平和連帯都市市長会議（現・

平和首長会議）を設立しました。平成 3年（1991 年）には、国連経済社会理事会の NGO に

登録されています。 

※ 平成 13 年（2001 年）8月 5日、「世界平和連帯都市市長会議」から「平和市長会議」

に、平成 25 年（2013 年）8 月 6 日に「平和首長会議（へいわしゅちょうかいぎ）」

に名称変更しました。 

※ 芦屋市は、平成 23年（2011 年）に平和市長会議に加盟しました。 
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【加盟都市数（令和４年１２月１日現在）】 

166 か国・地域 

8,228 都市（うち国内 1,737 都市） 

エリア名 国・地域数 加盟都市数 

アジア 39  3,292 

オセアニア 9  135

アフリカ 49   437

ヨーロッパ 41  3,287

北アメリカ 3  335

ラテンアメリカ・カリブ海地域 25   742

３ 平和首長会議の取組

 令和 3年（2021 年）より、「2020 ビジョン（核兵器廃絶のための緊急行動）」にかわって、

「ＰＸビジョン（持続可能な世界に向けた平和的な変革のためのビジョン）」及び「平和首

長会議行動計画（2021 年から 2025 年）」による取組を進めています。 

(1) ＰＸビジョンについて 

平和首長会議では、核兵器を廃絶し、人類の共存が持続可能となることにより、あら

ゆる人が永続的に平和を享受できる世界、すなわち「世界恒久平和」を実現するため、

市民が連帯する都市を創造するとの観点から、「持続可能な世界に向けた平和的な変革

のためのビジョン－都市による軍縮と人類共通の安全保障に向けた平和構築－」を 2021

年 7 月に策定しました。 

目 標 

 Ａ 核兵器のない世界の実現 

Ｂ 安全で活力のある都市の実現 

Ｃ 平和文化の振興 

※ 具体的な行動計画等については、別紙「資料４」をご覧ください。 

※ 詳細は平和首長会議のホームページをご覧ください。（上記のＱＲコードを読み込

んでください。） 

（2） 今後の取組 

    継続して、平和首長会議の提唱している下記の取組を進めてまいります。 

   ア 「核兵器禁止条約」の早期締結を求める署名活動 

   イ 平和首長会議原爆ポスター展の開催 

   ウ 被爆樹木アオギリ二世の市民への周知啓発 

   エ 平和首長会議総会への出席 

平和首長会議の

ホームページ

ＱＲコード 
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別紙：チラシ（市民向け）
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別紙：資料１
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別紙：資料２
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別紙：資料３
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別紙：資料４
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